
富士山緑の回廊

管轄森林管理局・署 関東森林管理局 静岡森林管理署

所在地 静岡県北部・山梨県南部（富士山中腹）

面積 ５，７１８．７６ ｈａ

設定年 ２００２（Ｈ１４）年

保護林の概要
（設定目的）

富士山緑の回廊は、富士山の中腹部の標高１，５００ｍ～２，５００ｍをほ
ぼ一周する形で設定されている。富士山エリアに設定されている保護林
には、富士山生物群集保護林、富士山塒塚亜高山帯植物群落保護林が
設定されている。

実施年度 ２００３年～２０１４年、２０１９年

調査項目 樹木の生育状況調査、林床植生の生育状況調査等

調査手法 聞き取り調査、資料調査のほか、現地調査として、富士森林計画区人穴
東地区から、山梨東部森林計画区にラインを設定し、樹木・林床植生の生
育状況、病虫害・鳥獣害・気象害の発生状況、野生動物の生育状況を確
認する森林概況調査を実施。

結果概要 ニホンジカによる食害が顕著なエリアであり、ニホンジカによる採食圧によ
り下層植生消失や樹木の枯損が確認されている。一方で、捕獲事業によ
りニホンジカの生息密度低下、植生の回復等が認められている地域もあ
ることから、今後も緑の回廊への影響の変化に注視する必要がある。

モニタリング調査概要

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。
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